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会社は要求通りの満額回答をせよ！
趣旨説明で組合員の意見をぶつける！

２０２４春闘第１回団交
本部は本日、２０２４年度賃金引き上げ、夏季手当及び諸要求の申し入れ

についての第１回団体交渉を開催し、下記の通り、要求の趣旨説明を行いま

した。本部は、「昨年会社は、ベア１，０００円を７，２００円と発表した。

今年はこのようなイカサマな発表はやるな」と念を押しました。

申し入れにあたっての要旨

u 令和６年度第３四半期決算（連結）は３，１８７億円の利益を計上し、

通期予想では３，３００億円に上方修正した。年末年始輸送は、前年比１

０８％（２０１８年比１０１％）となり、コロナ禍前までに回復している。

u この結果は、組合員・社員の努力、奮闘によるものである。しかし、昨

年の年末手当は低額、ベアは極わずかの１，０００円であり、大きな格差

を生んだ。

u 石油をはじめとする光熱費の高騰、消費者物価指数は４％台の上昇率で

ある。

u 現金給与総額指数を消費者物価指数で割った実質賃金は前年比２．５％

減で、２年連続の実質的な賃下げである。

u リニア建設を進めていることは、組合の要求に応える経営体力は十分あ

る。

u 従って、大幅改善に対し誠意ある回答を行うこと。


